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生涯学習課の目標（平成２７年度）自己評価書 

 

生涯学習課長 木内 達彦 

 

 

個別事業とその目標 達成度 
目標達成の効果又は 

達成できなかった理由等 

１ 生涯学習の推進（社会教育班） 

生涯学習を推進するため、生きがいを大切にする人生や仲間づくりを育むための自

立的な自己教育と相互教育を基本にしたコミュニティ形成につながる地域の人材の育

成を目的に家庭、学校、地域、各種団体、行政が連携した各種事業を実施します。 

①生涯学習推進事業   

・家庭教育推進事業  家庭教育学級（直営事業、小中学校への設置） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①生涯学習推進事業 

○家庭教育推進事業 

・ローズマリー学級･･･就学前児童の保護者対象（学級生２３

人）の学習会を１０回開催しました。 

・各学校の家庭教育学級･･･各学校の学級生は、酒々井小２０

人、大室台小３７人、酒々井中２１人でした。学習会は各学校

６～７回行いました。 

各学級とも親の学びと交流を深めるとともに、家庭での話題の

一環となり親子の絆もさらに深めることができました。 

・家庭教育相談の対応･･･週２回（木・金）に対応しています。

平成２７年度の相談件数はありませんでしたが、家庭教育学

級の学習会時に相談を受けることがありました。 

 

 

 

達成度：H28.3.31 の自己評価 

５ 目標を完全に達成した。  

４ 目標を概ね達成した。 

３ 目標を一部達成した。 

２ 目標をほとんど達成できなかった。 

１ 目標をまったく達成できなかった。 

様式１ 
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・成人教育推進事業  実行委員会形式 成人式（20 歳）、盛年式（60 歳） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・人権教育セミナー  （年 6 回 こども、高齢者、障害者、外国人、同和） 

 

 

 

 

 

・社会教育関係団体育成事業（婦人会、ＰＴＡ等事業費助成） 

 

・まちづくり研究所関連事業への協力 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

 

５ 

 

５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○成人教育推進事業 

・成人式･･･１月１０日、プリミエール酒々井文化ホールにおい

て行いました。（参加新成人１３２人） 

新成人の実行委員による式典の進行、新成人のつどいを実

施し、式典では厳粛な雰囲気の中、新成人となる決意を新た

にし、新成人のつどいでは恩師や友人との旧交を暖めること

ができました。 

・盛年式･･･１０月１２日、中央公民館講堂において行いまし

た。（参加者１４４名） 人生の節目である６０歳を祝うとともに、

地域活動への契機の場とすることができました。 

○人権教育 

・人権教育セミナーの開催･･･平成２７年度に６回開催しまし

た。（参加人数延べ９１３人）あらゆる人権問題の解消を目指

し、人権に対する理解を深め、人権意識の向上を図りました。 

・人権教育の啓発活動･･･各学校の人権教育教材として貸し

出しを行いました。 

○社会教育団体等への支援 

・各社会教育団体へ支援を行い、活動の助成を行いました。 

○まちづくり研究所関連事業 

・１１月８日に「輝く創年とコミュニティ・フォーラム」を中央公民

館およびプリミエール文化ホールにて行い、分科会トークや 

オープニング対談、基調講演を実施しました。地域活動等の

情報交換を積極的に行い、各地で活動する市町村の交流を

深めることができました。（参加者１９５名） 
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②学校教育支援促進事業   地域ボランティアによる学校教育の支援 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③土曜日の教育支援体制等構築事業 小学生への学習支援 

 

 

 

 

 

 

 

④青少年健全育成事業 

・子ども会育成会連絡協議会事業 球技大会、体験教室 

 

 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

 

 

②学校教育支援促進事業 

・３校それぞれ支援コーディネーターを中心に、地域住民や 

保護者の協力を得て、充実した活動を展開しました。児童・生

徒にとってより良い学習環境を整えることができたとともに、支

援者にとっても自己実現の場となることができました。 

ミシン指導の補助やプール監督補助等の授業支援、環境整

備、行事での駐車場案内等を行いました。 

各校の特色としては、酒々井小学校での昔遊びや社会科学

集等における地域住民の支援、大室台小学校でのビオトープ

整備や算数学習支援、酒々井中学校での職場体験補助や 

ホームページ作成があげられます。 

③土曜日の教育支援体制等構築事業（中央公民館と共同開

催） 

・３・４年生対象の「こども青樹堂」では、児童２２名に、全１８回

の学習会を実施しました。 

・５・６年生対象の「土曜塾」では、児童１８名に、全１８回の  

学習会を実施しました。 

・児童からは、授業への理解が深まった・家庭での話題が広が

った等の感想が上がり、学力向上を図ることができました。 

④青少年健全育成事業 

○子ども会育成会連絡協議会事業 

・球技大会･･･６月２１日、酒々井小学校においてドッジボール

を行い、異なる学年や地域の児童たちの交流を図りました。

（参加者８チーム８８人） 

・体験教室･･･１１月２９日、コミュニティプラザにおいて、魚の

骨格標本づくりを行い、楽しみながら理科学習を行いました。  

（参加者６２人） 
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・青少年相談員連絡協議会事業 映写会、綱引き大会、伝統文化教室 

 

 

 

 

 

 

 

・陸別町児童交流事業  

 

 

 

 

 

・青少年おもてなしカレッジ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

 

４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○青少年相談員連絡協議会事業 

・８月１日に星空の映写会を行いました。 

紙芝居の会による紙芝居上映のあと、「メアリーと秘密の王国」

の上映を行い、夜の戸外での映写会という体験を親子・友達

同士で楽しむことができました。 

・１０月１１日に酒々井中学校において綱引き大会が行われ、 

２７チーム１８７人の参加があり、チーム一丸となって協力しあう

体験ができました。 

○陸別町児童交流事業 

・８月２５日～２７日に町内の小学６年生１９名を対象に北海道

陸別町における陸別町役場表敬訪問や陸別小学校の児童た

ちとの交流、自然体験等を実施しました。事前学習や訪問を

通して一人ひとりが自覚と責任感をもって積極的に活動するこ

とができ、大きく成長することができました。 

○青少年おもてなしカレッジ 

・８月５日～７日に町内の小学５・６年生１２名を対象に、酒々

井町の歴史・観光・文化や和食のマナー、国際交流学習、

酒々井町や佐倉市の町歩き学習等を実施しました。 

・平成２８年１月に、町内の小学４～６年生１６名を対象に、  

房総のむらでの体験学習、２・３月に茶道体験を行いました。 

・おもてなしの心や酒々井町の素晴らしさについて学ぶことが

できました。継続参加者の育成が今後の課題です。 
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⑤同和対策集会所事業  （学力向上学級 生け花教室） 

 

 

 

 

 

２ 文化財班 

酒々井町の地域資源である歴史と文化を守り育て伝えるとともに観光・交流に資す

る事業を行います 

史跡本佐倉城跡の保存整備と活用、町内文化資産の活用にかかるマスタープランと

なる『仮称 酒々井町歴史文化基本構想』の作成、また新規事業して墨古沢南Ⅰ遺跡

の保存整備事業を進めます。また昨年度に引き続きＩＣの開通、アウトレットの開業

等に関連して開発事業が増加しており埋蔵文化財の保護事業を実施します。 

①文化財保護事業 

・埋蔵文化財調査 開発にともなう埋蔵文化財調査を実施します。 

 

 

 

 

 

・史跡ウォーキング 町内に数多く所在する文化財をめぐるウォーキング事業を

各種団体と協働で実施します。 

 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 

 

 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

 

 

⑤同和対策集会所事業 

○酒々井小児童３名、酒々井中生徒６名を対象に、同和対策

集会所において毎月２回学習会を行い、学力向上を図ること

ができました。 

○佐藤キヨ子先生による生け花教室を、地区の成人を対象に

毎月２回行い、交流と心豊かな空間を提供することができまし

た。 

 

 

 

 

 

 

① 文化財保護事業 

・減少傾向にはあるものの、依然、開発事業に伴う埋蔵文化

財の取扱い件数はこれまでに比べて多い傾向にあり、現地踏

査・試掘等を実施して保存協議等を行うなど、適切な保護に

努めました。 

埋蔵文化財取扱い件数：１１件（Ｈ２６＝１７件） 

試掘実施件数：６件（Ｈ２６＝１５件） 

・平成２７年度はテーマを替え「水戸黄門の散歩道」と題し、 

１０月２５日に本佐倉城跡と周辺関連史跡を解説付団体歩行

でめぐる（引率・解説は酒々井ふるさとガイド及び郷土研究会）

ウォーキングを実施しました。開催にあたっては各種団体と協

力し、地域住民による「おもてなし」も同時に開催されました。８

７名の参加を得、「歴史のまち酒々井」としてのアピールが行

えました。 
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②町の顔づくり推進事業 

江戸時代に栄えた旧酒々井宿を「酒々井町の顔」として町並み保存・整備を進

めるため、平成 27 年度はまちの顔づくり推進事業のマスタープランとなる『仮

称 酒々井町歴史文化基本構想』の作成及びその内容について周知を図るため

の講演会を実施します。  

 

③本佐倉城跡保存整備事業 

 平成 25年度の台風により被害のあった城山郭北斜面の 2カ所の崩落復旧工事及び

東山馬場の倒木処理を実施します。また東山馬場の指定地外部分を入口広場（ト

イレ･管理詰所･倉庫･駐車場等）として整備を行うため進めている入口広場整備事

業としては、平成 26 年度に実施した確認調査の成果をまとめる報告書刊行作業を

行い、整備工事としては基盤造成工事・駐車場等整備工事を実施します。 

普及事業としてはボランティアガイドと協働し本佐倉城跡見学会を実施するほか

公民館、本庁舎玄関で本佐倉城跡の展示を行います。 

   

 

 

 

 

④墨古沢南Ⅰ遺跡保存整備事業 

   約 3 万年前の酒々井町最古の人類生活痕跡であり、下総台地を中心として特徴的

に検出され、旧石器時代の人々の生活やムラの様子を示す重要な資料として注目

されている墨古沢南Ⅰ遺跡出土の「環状ブロック群」の残り東半分について発掘

調査を行い、その遺存状況や規模・内容を把握し、全国初かつ日本最大級の「環

状ブロック群」としての国史跡指定を目指し、保存整備事業を進めて行きます。 

本年度は環状ブロック群本体の範囲確認発掘調査を実施します。 

 

４ 

 

 

 

 

 

５ 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

 

 

 

②町の顔づくり推進事業（旧酒々井宿町並み整備事業） 

・地方創生交付金を活用して作成に向けた資料調査等の補

助・作成を委託することにより、国史跡本佐倉城跡や旧酒々

井宿を中心とした町の文化財を総合的に保存・活用の指針と

なる「酒々井町歴史文化基本構想」を作成することができ、ま

た内容周知のための説明会等を実施しました。 

③本佐倉城跡保存整備事業 

・台風被害による災害復旧工事では国・県の補助金を活用し

て進め、崩落復旧工事・倒木処理作業を終了することができ

ました。入口広場整備工事については、県の補助金を活用し

て基盤造成・駐車場・導入広場等の工事を終了し、利用開始

することができました。また同用地の発掘調査成果をまとめる

報告書の作成も国・県の補助金を活用して終了しました。 

・周知活動の一環として、酒々井町と佐倉市の共催で、３月１２

日に「酒々井ふるさとガイドの会」、「ＮＰＯ法人まちづくり支援

ネットワーク佐倉」のボランティアガイドの協力により、現地見

学会を開催しました。１３０名の一般参加がありました。また役

場本庁舎玄関におけるパネルの展示を引き続き実施しまし

た。 

④墨古沢南Ⅰ遺跡保存整備事業 

･１０月より３ヵ月間、環状ブロック群本体の保存に向けた内容

確認発掘調査を国・県の補助金を活用して実施し、続きとなる

石器群が検出され、規模や広がりが明らかになるなどの成果

を得ることができ、今後の国史跡指定に向けての基本資料の

集積を図ることができました。併せて中央公民館での展示や 

１２月１２日に現地説明会の開催をとおして遺跡の周知活動も

行いました。 
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３ スポーツ振興班 

町民のニーズにあったスポーツ・レクリエーションを展開するとともに、健康づく

りや仲間づくりの場を提供し、健康増進・体力の維持向上を図ります。 

①生涯スポーツの推進 

・スポーツ推進委員事業 誰でも気軽に取り組める軽スポーツの普及を図ります。 

ライトスポーツクラブ（毎週水曜日 19：00～酒々井中学校で開催予定） 

ウォークラリー大会（5 月 17 日開催予定） 

 

 

②連携・協働によるイベント事業 

・スポーツ・レクリエーション祭（10 月 11 日開催予定） 

各種体育団体等が中心となり、実行委員会を組織し企画・運営を行います。 

ディスクゴルフ、グラウンドゴルフ、ソフトバレー、バドポン、インディア

カ、綱引き、健康づくりコーナー、昔の遊びコーナーなど 

 

 

 

 

・町長杯パークゴルフ大会（11 月 7 日開催予定） 

  パークゴルフ団体の協力のもと実行委員会を組織し、大会を開催します。  

 

・順天堂大学生涯学習公開講座 

 順天堂大学と連携して親子スポーツ教室を開催します。 

 

 

 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 

 

 

５ 

 

 

 

 

 

スポーツ・レクリエーション事業を実施し、健康づくりや

仲間づくりの場を提供し、健康増進・体力の維持向上を図

りました。 

① 生涯スポーツの推進 

・スポーツ推進委員事業 ライトスポーツクラブは、毎週 

水曜日に軽スポーツを中心に事業を実施しました。 

（参加者延べ 831名（前年比 188名増）） 

また、ウォークラリー大会は、5月 17日に開催しました。 

（参加者 20組 64名（前年比 5名減） 

② 連携・協働によるイベント事業 

・スポーツ・レクリエーション祭 各種体育団体等が中心

となり実行委員会を組織し、10月 11日に開催しました。

雨天のためグラウンドゴルフ・ディスクゴルフは中止にな

ったものの、ソフトバレー、バドポン、インディアカ、綱

引き、健康づくりコーナー、昔の遊びコーナーを実施しま

した。（参加者延べ 427名(前年比 63名減) また、今年度

から新規に健康づくりコーナーの中に、順天堂大学の協力

により、ロコモ度チェックコーナーを実施しました。 

・町長杯パークゴルフ大会 町・パークゴルフ競技団体で

実行委員会を組織し、11月 7日に開催しました。 

(参加者 206名 前年比 25名増) 

・順天堂大学生涯学習公開講座 順天堂大学と連携し、    

親子スポーツ教室を 11月 8日(コーディネーション)、 

11月 15日(体操)、11月 22日(陸上)、11月 29日 

(サッカー）の全 4回実施しました。 

(参加者 15組 34名 前年比 6名減) 
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・親子カヌー教室（6 月 28 日開催予定） 

  ＩＳＪカヌー同好会と連携して町内小学生親子を対象に開催します。 

 

③競技スポーツの向上 

   ・体育協会が中心となり、各種スポーツ大会を開催し競技力の向上を図ります。 

    卓球・バレーボール・バドミントン・野球・少年野球・ソフトボール・ソフトテニス・テニス・ 

ゴルフ・空手・剣道・少年サッカー 

 

 

   ・印旛郡市民体育大会への参加及び選手派遣を行います。全 17 競技 25 種目 

 

 

④ 体育施設の有効活用と学校開放 

   ・既存体育施設・学校開放施設を効率的かつ有効に活用しながら、スポーツ・ 

レクリエーションに親しむ場の提供を行います。 

 

  ・町体育館については、震災の影響により使用を中止しており、町体育館検討 

  委員会からの提言を受け、昨年設置した町体育館基本計画策定委員会で継続し 

  て検討します。 
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・親子カヌー教室 ISJカヌー同好会と連携して、町内 

小学生親子を対象に 6月 28日に開催しました。 

（参加者 9組 18名(前年比増減なし)） 

③ 競技スポーツの向上 

・体育協会が中心となり、各種スポーツ大会・教室を開催 

し、競技力の向上を図りました。（卓球・バレーボール・

バドミントン・野球・少年野球・ソフトテニス・テニス・

ゴルフ・空手・剣道・少年サッカー 

参加者 2,374名(前年比 122名増) 

・印旛郡市民体育大会への参加及び選手の派遣を行いまし

た。(7月 4日～8月 22日開催 全 17競技 25種目中 24競

技に 260名を派遣。) 

④体育施設の有効活用と学校開放 

・墨スポーツ広場・中央台公共用地・学校開放施設を効率

的かつ有効に活用し、スポーツ・レクリエーションに親し

む場を提供しました。(利用登録団体：54団体 1,371名) 

・総務課・企画財政課・まちづくり課・事務局生涯学習課 

で平成 26 年度に町体育館基本計画策定委員会を設置しま

したが、27年度は課内での検討を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 


